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徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
3
月
20
日
、
徳
島
駅
前

の
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
の
発

表
・
表
彰
を
兼
ね
た
研
修
会
を
開
い
た
。
講
師

に
は
、
阿
波
の
歴
史
を
四
半
世

紀
に
わ
た
っ
て
研
究
さ
れ
て
い

る
徳
島
城
博
物
館
の
根
津
寿
夫

学
芸
員
（
係
長
）
を
お
招
き
し

た
。41

人
が
参
加
。
竹
内
会
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
ペ
ン
ク

ラ
ブ
賞
の
発
表
と
表
彰
を
行
っ

た
。「
選
集
」
33
号
掲
載
作
品

（
俳
句
、
短
歌
等
は
除
く
）
の

中
か
ら
、
会
員
に
よ
る

優
秀
作
品
の
投
票
結
果

と
、
理
事
会
の
審
査
を
経
て
、
栄
え
あ
る
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞

は
鈴
木
綾
子
さ
ん
の
「
豚
天
使
」
に
決
定
し
た
こ
と
が
桂

事
務
局
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
鈴
木
さ
ん
に
は
、
竹
内
会

長
が
賞
状
と
お

祝
い
の
造
花
の

ア
レ
ン
ジ
を
手

渡
し
た
。

ペ
ン
ク
ラ
ブ

賞
に
つ
ぐ
次
点

4
編
も
発
表
さ

れ
、
一
人
ひ
と

り
紹
介
さ
れ

た
。
作
品
は
ペ

ン
ク
ラ
ブ
賞
の

作
品
と
と
も

に
、
徳
島
市
民
文
芸
集
「
ま
ゆ
や
ま
」
に
転
載
さ
れ
る
。

次
点
4
人
の
作
品
は
次
の
通
り
。「
空
港
の
ジ
ン
グ
ル

え
に
し

ベ
ル
」（
木
村
喜
美
子
）
▽
「
出
会
っ
た
縁
」（
中
村
和
子
）

▽
「
父
の
言
葉
」（
六
田
靖
子
）
▽
「
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
の
託

宣
」（
粟
谷
健
）

表
彰
に
続
い
て
、
杉
田
卓
弐
理
事
が
、
選
集
作
品
の
個

人
的
な
感
想
と
断
っ
た
上
で
、
選
ば
れ
た
上
位
5
作
品
を

中
心
に
、
要
旨
、
別
掲
の
通
り
講
評
し
た
。
こ
の
後
合
評

に
移
り
、
木
村
英
昭
、
木
村
義
次
、
熊
谷
和
代
さ
ん
ら
が

選
集
33
号
掲
載
作
品
に
つ
い
て
意
見
発
表
し
た
。
木
村
英

昭
さ
ん
は
吉
田
徳
子
さ
ん
の「
密
室
潜
入
事
件
簿
」を
取
り

根津氏を講師に研修会

阿波観光ホテル

城城城
下下下
町町町
徳徳徳
島島島
ののの
歴歴歴
史史史
ををを
学学学
ぶぶぶ

「
選
集
」
第
33
号
作
品
対
象
に
合
評
も

㊤ ペンクラブ賞の鈴木綾子さんに竹
内会長から造花のアレンジ

㊦ 次点の左から、六田靖子・木村喜
美子・粟谷健・中村和子の皆さん

173号
平成28．4．5

ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
に
鈴
木
綾
子
さ
ん

長
年
に
わ
た
る
徳
島
の
歴
史
研
究
の
成
果
を
話
す
根
津
学
芸
員

（１）
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杉
田
理
事
の
講
評

要
旨

上
げ
、「
文
章
の
あ
り
方
が
ユ
ニ
ー
ク
。
い
か
に
書
く
か
よ
り
、
何
を
書
く
か

が
よ
り
大
切
で
、
最
後
ま
で
読
ま
せ
る
」
と
絶
賛
し
た
。

最
後
は
根
津
寿
夫
氏
の
講
演
。
竹

内
会
長
が
、「
今
年
は
趣
向
を
変
え

て
�
郷
土
史
�
の
先
生
を
お
招
き
し

ま
し
た
」
と
講
師
先
生
を
紹
介
。
根
津
氏
は
「
日
記
か
ら
み
た
城
下
町
の
社
会

と
生
活
」
と
題
し
て
1
時
間
余
り
に
わ
た
り
、
私
た
ち
を
江
戸
時
代
の
城
下
町

徳
島
へ
と
い
ざ
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。
古
文
書
や
日
記
を
通
し
て
、「
江
戸
時

代
の
人
は
遊
び
好
き
」「
天
保
年
間
の
徳
島
城
で
カ
ス
テ
ラ
が
振
る
舞
わ
れ
た
」

な
ど
興
味
の
尽
き
な
い
お
話
に
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ひ
と
時
だ
っ
た
。

午
後
は
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
和
や
か
に

歓
談
し
た
。
そ
の
冒
頭
、
元
副
会
長
の
上
野

隆
参
与
が
、
野
口
雨
情
の
歌
碑
完
成
の
報
告

と
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
対
し
て
お
礼
を
述

べ
た
。
こ
の
歌
碑
は
、
有
志
が
「
―
歌
碑

を
立
て
る
会
（
上
野
隆
会
長
）」を
立
ち
上

げ
、
基
金
を
募
り
、
雨
情
の
来
徳
80
周
年
に

当
た
る
2
月
21
日
に
除
幕
式
を
行
っ
た
。
設

置
場
所
は
、
徳
島
市
役
所
に
近
い
徳
島
中
央

公
園
へ
の
陸
橋
近
く
。
碑
石
の
青
石
は
、
ペ

ン
ク
ラ
ブ
会
員
の
木
村
義
次
、
喜
美
子
夫
妻

が
寄
贈
し
た
。

私
の
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
基
準
は
、
エ
ッ
セ
ー
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
も
り

こ
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
で
す
。

●
1
つ
は
、
内
容
の
空
気
感
で
す
。
そ
の
空
気
は
▽
風
が
吹
い
て
い
る
か
、
微

風
か
、
強
風
か
▽
温
か
い
か
、
冷
た
い
か
▽
甘
い
か
、
辛
い
か
、
酸
っ
ぱ
い
か

▽
臭
い
は
ど
う
か
、
そ
れ
に
季
節
感
、
要
す
る
に
読
者
が
「
体
感
で
き
る
か
ど

う
か
」
で
す
ね
。

●
2
つ
目
は
、
人
気
の
テ
レ
ビ
番
組
で
俳
句
の
女
先
生
が
、
よ
く
話
し
て
い
る

こ
と
で
す
が
、「
映
像
が
浮
か
ぶ
か
ど
う
か
」
で
す
ね
。
す
ん
な
り
抵
抗
な
く
、

さ
ら
り
と
読
み
出
せ
る
、
原
稿
が
好
き
で
す
。

●
3
つ
目
は
、一
番
重
要
な
内
容
で
す
ね
。何
を
書
く
か
。何
を
ま
と
め
る
か
。

単
な
る
身
辺
雑
記
と
思
っ
て
も
、そ
の
中
に
、筆
者
の
人
生
観
や
価
値
観
が
、

語
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。
要
す
る
に
筆
者
の
ハ
ー
ト
が
語
ら
れ
て
い
る
か
ど

う
か
だ
と
思
い
ま
す
。

■
鈴
木
さ
ん
の
「
豚
天
使
」
は
日
常
の
1
コ
マ
を
切
り
取
っ
て
、
文
面
か
ら
夫

婦
の
会
話
の
息
遣
い
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
ご
主
人
の
網
膜
は
く
離
の
状

況
や
ご
自
身
が
、
す
だ
ち
畑
で
孤
軍
奮
闘
す
る
様
子
が
、
面
白
く
、
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
や
は
り
文
章
は
、
筆
者
の
意
図
が
、
読
者
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
分
か
り
や
す
い
、
夫
婦
間
の
空
気
が
、
手
に
取
る
よ
う
に
伝

わ
っ
て
く
る
、
好
エ
ッ
セ
ー
だ
と
、
称
賛
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
疑
問
に
思
っ
た
の
は
、
書
き
出
し
に
「
白
い
可
憐
な
す
だ
ち
の
花

が
咲
き
、
甘
く
さ
わ
や
か
な
香
り
が
辺
り
に
満
ち
て
い
る
こ
ろ
」
と
あ
っ
て
、

そ

ら

結
び
に
「
す
だ
ち
の
夏
が
終
わ
り
ま
し
た
。
大
空
も
心
も
澄
み
わ
た
る
、
上
勝

あいさつする新入会員の山口久雄さん㊨と山﨑靖子さん

合
評
タ
イ
ム
に
意
見
を
述
べ
る

木
村
英
昭
さ
ん
㊤
と

97
歳
の
木
村
義
次
さ
ん
㊧

（２）



の
秋
を
迎
え
ま
す
」

こ
こ
に
描
か
れ
た
ス
ダ
チ
の
路
地
物
の
収
穫
は
、

時
期
的
に
、
い
つ
ご
ろ
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
文
面
に

季
節
の
移
ろ
い
を
、
も
う
少
し
練
り
込
む
と
ど
う
な

ん
で
し
ょ
う
か
。
や
や
書
き
込
み
が
た
り
な
い
か

な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

も
う
1
点
。冒
頭
に
す
だ
ち
の
花
が
咲
く
こ
ろ「
甘

く
さ
わ
や
か
な
香
り
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
さ
わ
や

か
」
は
秋
の
季
語
で
す
よ
ね
。
エ
ッ
セ
ー
は
「
さ
わ

や
か
」
な
秋
か
ら
始
ま
っ
て
、
終
わ
り
は
「
秋
を
迎

え
ま
す
」、え
っ
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
？

と
思
っ
た
次
第
で
す
。

え
に
し

■
中
村
さ
ん
の
「
出
会
っ
た
縁
」
は
文
頭
の
「
初
対
面
の
人
に
会
っ
た
と
き
、

私
が
好
意
を
寄
せ
て
い
る
人
に
似
て
い
る
と
、
瞬
時
に
、
私
は
相
手
に
好
感
を

も
つ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
え
っ
、
何
？

恋
愛
の
男
と
女
の
話
か
、
と
わ
く
わ

く
感
が
あ
り
ま
し
た
。

い
や
い
や
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
大
真
面
目
な
内
容
で
し
た
が
、
次
に
読
み

進
む
と「
か
な
り
昔
の
晩
秋
の
あ
る
日
、裁
判
所
に
出
頭
す
る
と
、」う
？

何
？

裁
判
所
？

と
ま
あ
、
読
み
進
む
に
つ
れ
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
筆

者
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
し
ょ
う
か
。
裁
判
所
に
は
「
出
頭
」
と
言
う
言
葉
を
使
う

の
で
し
ょ
う
か
。

で
、「
私
信
が
届
い
て
い
た
」
と
本
題
が
始
ま
り
ま
す
。
な
る
ほ
ど
な
あ
、

と
読
み
進
め
ま
し
た
。
筆
者
が
意
識
さ
れ
た
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
読

者
に
読
ま
せ
る
工
夫
の
一
つ
だ
ろ
う
と
、
思
い
ま
し
た
。

締
め
は
「
藍
染
の
ス
カ
ー
フ
一
枚
」
と
、
な
か
な
か
小
道
具
も
そ
ろ
っ
て
、

気
配
り
上
手
な
筆
者
だ
ろ
う
と
、
思
い
ま
し
た
。
次
の
機
会
に
は
「
人
間
の
本

性
」
と
言
い
ま
す
か
、
調
停
の
裏
に
あ
る
一
種
ど
ろ
ど
ろ
し
た
も
の
を
読
ま
せ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

■
六
田
さ
ん
の
「
父
の
言
葉
」
は
大
き
な
テ
ー
マ
を
、「
父
の
言
葉
」
と
し
て
、

ま
と
め
ら
れ
た
筆
者
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
感
じ
ま
す
。
書
か
れ
て
い
る
背
景

に
、
戦
争
や
人
種
問
題
が
絡
ん
で
い
ま
す
が
、
筆
者
は
子
供
の
こ
ろ
、
大
変
な

ご
苦
労
を
な
さ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。山
崎
豊
子
の「
大
地
の
子
」

を
連
想
し
ま
し
た
。
当
時
の
日
本
人
の
大
人
た
ち
の

真
摯
な
生
き
方
が
、
つ
ま
り
「
父
の
言
葉
」
と
重
な

り
ま
す
。
全
般
に
さ
ら
り
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
含
蓄
の
あ
る
エ
ッ
セ
ー
だ
と
思
い
ま
し

た
。
た
だ
、
締
め
の
一
文
、「
自
分
が
恥
ず
か
し
い
」

は
不
要
で
す
ね
。
こ
れ
を
書
く
と
、
い
か
に
も
素
人

っ
ぽ
い
、
締
め
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
木
村
さ
ん
の
「
空
港
の
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」

文
章

の
書
き
出
し
っ
て
、
難
し
い
で
す
ね
。
読
者
を
ど
う

引
き
込
む
か
、
で
す
が
、
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
が
、
何

か
の
機
会
に
言
っ
て
い
た
と
記
憶
す
る
の
で
す
が
、「
例
え
ば
20
枚
の
原
稿
を

書
い
た
ら
、
最
初
の
5
枚
を
捨
て
な
さ
い
」

ど
う
い
う
こ
と
か
、
み
な
さ
ん

お
分
か
り
と
思
い
ま
す
が
、
た
い
て
い
は
振
り
か
ぶ
っ
て
書
い
て
し
ま
い
ま
す

し
、美
辞
麗
句
を
並
べ
た
く
な
り
が
ち
で
す
。本
題
に
す
ん
な
り
入
り
な
さ
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
伝
で
言
い
ま
す
と
「
空
港
は
、
白
い
柳
の
花
が
飛
び
、
追
っ
た
て
ら
れ

る
よ
う
に
、
旅
人
の
群
れ
は
花
に
包
ま
れ
て
空
港
に
群
が
っ
て
い
た
」
は
ち
ょ

っ
と
書
き
す
ぎ
、
と
言
い
ま
す
か
、
私
に
は
、
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
「
1
9
8
8
年
、
Ｌ
Ｃ
の
世
界
大
会
が
…
」
か
ら
こ
の
文
章
が
始
ま

っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
空
港
で
の
様
子
は
面
白
く
て
よ

か
っ
た
だ
け
に
、
書
き
出
し
の
工
夫
が
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
次
作
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

り
ん
し
ょ
く
ろ
う
や

■
粟
谷
さ
ん
の
「
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
の
託
宣
」
は
、
吝
嗇
老
爺
が
、
い
か
ん
な
く

書
き
込
ま
れ
て
い
て
、
読
ま
せ
る
読
み
物
だ
と
思
い
ま
す
。

「
メ
ー
カ
ー
品
」「
使
い
捨
て
の
時
代
」「
大
量
生
産
の
欺
瞞
」
な
ど
、
痛
烈
な

社
会
批
判
を
交
え
な
が
ら
、
主
義
主
張
も
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
面
白
く
読
ま

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
文
中
の
「
山
本
夏
彦
さ
ん
」
に
は
、
最
低
「
随
筆
家
」

と
か
生
没
年
（
1
9
1
5
〜
2
0
0
2
年
）
な
ど
の
表
記
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
ウ
ル
グ
ア
イ
の
大
統
領
の
「
足
る
を
知
る
」
思
想
に
共
感
を
覚
え
ま
す
。

さ
て
筆
者
に
、
原
発
問
題
に
つ
い
て
、
ど
う
書
か
れ
る
か
興
味
深
い
と
こ
ろ

で
す
。
次
作
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（３）
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5
月
21
日
阿
波
観
光
ホ
テ
ル

辻
本
理
事
が
実
演
と
お
話
し

会総

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
来
年
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
1
月
の
理
事
役
員
会
で
記
念
誌
の
発
刊
を
決
め
、
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
体
制
づ
く
り
に
乗
り
だ
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
決
ま
っ
た
計
画
概
要
は
、
委
員
長
に
竹
内
菊

世
会
長
、
編
集
長
に
杉
田
卓
弐
理
事
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、

40
周
年
記
念
誌
の
編
集
長
を
務
め
た
上
野
隆
参
与
。
そ
の
他

の
ス
タ
ッ
フ
は
未
定
だ
が
、
理
事
・
役
員
に
加
え
、
一
般
会

員
の
中
か
ら
も
有
志
に
加
わ
っ
て
も
ら
う
方
針
。

今
後
は
、
早
急

に
ス
タ
ッ
フ
や
役

割
分
担
を
詰
め
、

月
1
〜
2
回
の
編

集
会
議
を
持
ち
、

記
念
誌
の
規
格
、

発
行
部
数
、予
算
、構
成
内
容
な
ど
骨
格
を
決
め
る
作
業
を
進
め
る
。編
集
会
議

等
は
ポ
ッ
ポ
街
の
丁
字
堂
で
行
う
。

ち
な
み
に
、
平
成
19
年
2
月
25
日
に
発
行
さ
れ
た
40
年
記
念
史
は
、
Ｂ
5
判

4
1
0
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー
表
紙
だ
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
3
月
5
日
、
県
立
文
学
書
道
館
で
開
い
た
理
事
役
員
会

で
新
年
度
の
総
会
を
5
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
徳
島
駅
前
の
阿

波
観
光
ホ
テ
ル
で
開
く
こ
と
を
決
め
た
。

総
会
で
は
今
回
も
記
念
講
演
を
計
画
。
会
員
で
理
事
の
辻
本
一
英
さ
ん
（
芝

原
文
化
研
究
所
代
表
）
に
「
福
を
運
ん
だ
で
こ
ま
わ
し
」
と
題
し
て
、
三
番
叟

ま
わ
し
の
実
演
と
お
話
を
し
て
い
た
だ
く
。
会
費
3
、
5
0
0
円
。
出
席
さ
れ

る
方
は
同
封
の
は
が
き
に
て
申
し
込
む
。
な
お
、
出
席
取
り
消
し
の
連
絡
は
、

2
日
前
ま
で
に
事
務
局
長
の
桂
ゆ
た
か
さ
ん
ま
で
。
そ
れ
以
後
に
つ
い
て
は
、

欠
席
さ
れ
て
も
会
費
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た

の
は
昭
和
42
年
（
1
9
6
7
）
11

月
。
来
年
で
50
年
に
な
る
。
私
が

入
会
し
た
の
は
1
9
7

0
年
、
昭
和
45
年
で
あ

る
が
、
草
創
期
か
ら
の

会
員
も
お
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。「
四
十
年

誌
」
を
ひ
も
と
く
と
、

燃
え
る
よ
う
な
熱
い
思

い
を
も
っ
て
発
足
し

た
、
当
時
の
情
熱
が
伝

わ
っ
て
来
る
。

県
内
の
文
学
団
体
が
一
つ
に
な

っ
て
、「
モ
ノ
の
言
え
る
集
団
」

を
つ
く
り
、
文
学
の
地
位
向
上
に

努
め
よ
う
と
の
発
想
は
、
50
年
を

経
た
今
も
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
あ

る
。
た
ま
た
ま
こ
の
時
、
50
年
記

念
の
時
に
居
合
わ
せ
た

会
員
一
同
結
集
し
て
、

後
世
に
残
る
記
念
誌
を

つ
く
り
た
い
も
の
で
あ

る
。今

書
き
残
す
こ
と

は
、
必
ず
次
代
へ
伝
わ

る
。
思
い
が
あ
っ
て
も

表
現
し
て
お
か
な
け
れ

ば
消
え
て
し
ま
う
。
全

会
員
、
今
い
る
こ
と
の
証
に
、
多

少
に
関
わ
ら
ず
寄
稿
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
る
。

来来年年・・22001177
ペンクラブ創立５０周年ペンクラブ創立５０周年

平成19年発行の40周年記念誌

記
念
誌
の
発
刊
を
決
め
る

記
念
誌
の
発
刊
を
決
め
る

編
集
長
に
杉
田
卓
弐
理
事

会会長長 竹竹内内 菊菊世世

をを稿稿

員員

寄寄

会会

ててっっ

全全

ぞぞここ

（４）
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第
6
回

富
士
正
晴
全
国
高
等
学
校
文
芸
誌
賞

17
回
目
を
迎
え
る
と
く
し
ま
随
筆
大
賞（
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
主
催
）の
募
集

要
項
が
こ
の
ほ
ど
次
の
通
り
決
ま
っ
た
。
募
集
期
間
が
高
校
、
大
学
の
春
休

み
を
挟
む
た
め
、
締
め
切
り
を
従
来
よ
り
1
カ
月
延
長
し
、
6
月
末
と
し
た
。

●
応
募
規
定

内
容
は
特
に
規
定
し
な
い
。
エ
ッ
セ
ー
、
随
想
、
主
張
な
ど

何
で
も
自
由
。
1
人
1
編
、
未
発
表
作
品
に
限
る
。
Ａ
4
四
百
字
詰
め
原

稿
用
紙
3
枚
以
上
5
枚
以
内（
縦
書
き
）。
ワ
ー
プ
ロ
の
場
合
は
Ａ
4
用
紙

に
1
行
40
字
で
字
数
は
同
じ
。
1
行
目
に
作
品
名
と
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
別
紙
に
、
作
品
名
・
氏
名
・
年
齢
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
明
記
。

●
応
募
資
格

徳
島
県
内
在
住
者
、ま
た
は
徳
島
県
出
身
者
で
県
外
在
住
者
。

●
作
品
送
付
先

〒
7
7
0
―
0
8
7
3

徳
島
市
東
沖
洲
2
丁
目
1
の
13
、
徳
島
県
教
育
印
刷（
株
）内
、
徳
島
ペ
ン

ク
ラ
ブ
「
第
17
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」
係
。

●
締
め
切
り

6
月
30
日（
当
日
消
印
有
効
）

●
発

表

8
月（
予
定
）徳
島
新
聞
朝
刊
紙
上
に
掲
載
。本
人
宛
に
も
通
知
。

●

賞

大
賞
（
1
編
）
賞
状
・
賞
金
3
万
円

▽
準
大
賞

（
1
編
）
賞
状
・
賞
金
1
万
円

▽
佳

作

1
〜
2
編
（
賞
状
・
賞
金
5
千
円
）

大
賞
・
準
大
賞
の
受
賞
作
品
は
12
月
下
旬
発
行
予
定
の
「
徳
島
ペ
ン
ク
ラ

ブ
選
集
」
に
掲
載
す
る
。

●
表
彰
式

平
成
28
年
9
月
を
予
定
。

●
審
査
員

依
岡
隆
児
（
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授
）
▽
撫
養
佳
孝
（
徳

島
新
聞
生
活
文
化
部
デ
ス
ク
）
▽
竹
内
菊
世
（
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
）

☆
こ
の
件
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
副
会
長
の
西
池
冬
扇
さ
ん

0
8
8
―
6
4
2
―
1
4
0
6（
午
前
中
の
み
）ま
で
。

第
6
回
富
士
正
晴
全
国
高
等
学
校
文
芸
誌
賞＝

文
芸
誌
甲
子

園
（
主
催

同
賞
実
行
委
員
会
、
三
好
市
・
三
好
市
教
育
委
員

会
）
の
授
賞
式
が
、
3
月
19
日
、
三
好
市
の
サ
ン
リ
バ
ー
大
歩

危
で
あ
っ
た
。
昨
年
に
続
き
2
年
連
続
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
岩

手
県
立
盛
岡
第
四
高
等
学
校
や
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
北
海
道
札

幌
琴
似
工
業
高
等
学
校
な
ど
4
校
、
そ
れ
に
奨
励
賞
の
高
知
県

立
岡
豊
高
等
学
校
の
文
芸
部
顧
問
・
文
芸
部
員
、
選
考
委
員
、

主
催
関
係
者
ら
40
人
が
出
席
。
2
次
選
考
担
当
の
徳
島
ペ
ン
ク

ラ
ブ
か
ら
は
鈴
木
副
会
長
ら
3
人
が
参
加
し
た
。

実
行
委
員
長
黒
川
市
長
の
あ
い
さ
つ
、
受
賞
誌
の
紹
介
に
続

い
て
、
選
考
委
員
の
伊
藤
氏
貴
（
明
治
大
学
准
教
授
）、三
田
村

博
史（
中
部
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
）、佐
々
木
義
登（
四
国
大
学
准
教

授
）
の
3
人
が
そ
れ
ぞ
れ
講
評
を
行
っ
た
。
こ
の
後
表
彰
式
に

移
り
、
最
優
秀
賞
の
岩
手
県
立
盛
岡
第

四
高
校
代
表
に
、
賞
状
と
盾
、
奨
励
金

10
万
円
が
黒
川
実
行
委
員
長
か
ら
授
与

さ
れ
た
。
優
秀
賞
の
北
海
道
札
幌
琴
似

工
業
高
校
な
ど
4
校
に
賞
状
、盾
、奨
励

金
各
3
万
円
、
奨
励
賞
に
選
ば
れ
た
8

校
の
内
た
だ
1
校
出
席
の
高
知
県
立
岡

豊
高
校
に
は
賞
状
が
贈
ら
れ
た
。
ま

た
、
最
優
秀
の
志
高
文
芸
誌
の
中
の
小

説
「
夏
が
始
ま
る
」
が
、
審
査
員
特
別

賞
に
推
さ
れ
、
作
者
の
武
田
穂
佳
さ
ん

に
賞
状
と
図
書
券
が
授
与
さ
れ
た
。

第第
1177
回回
とと
くく
しし
まま
随随
筆筆
大大
賞賞

応
募
締
め
切
り

1
カ
月
延
長
6
月
末

2年連続盛岡第四高に栄冠
三三好好市市でで盛盛大大にに授授賞賞式式

黒川市長（委員長）から最優秀の賞状を受ける
岩手県立盛岡第四高校代表

（５）



選
考
委
員
の
講
評
の
中
で
、
佐
々
木
氏
は

最
優
秀
の
志
高
文
芸
に
つ
い
て
、「
想
像
力

の
豊
か
さ
、
こ
れ
は
自
分
で
考
え
て
出
す
も

の
だ
が
、
こ
れ
が
素
晴
ら
し
く
、
去
年
よ
り

さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
た
。
装
丁
や

編
集
も
最
高
レ
ベ
ル
。
部
員
の
質
が
総
じ
て

高
く
他
校
と
一
線
を
画
し
て
い
た
」
と
評
価

し
て
い
た
。
授
賞
式
の
最
後
に
、
盛
岡
高
校

の
土
屋
映
里
さ
ん
が
、
受
賞
校
を
代
表
し

て
、
ま
た
審
査
員
特
別
賞
受
賞
の
武
田
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。
式
の

後
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
出
席
者
が
飲
食

を
共
に
し
な
が
ら
歓
談
し
た
。

今
回
は
、
全
国
の
31
都
道
府
県
か
ら
61
誌
の
応
募
が
あ
っ
た
。
県
内
か
ら
は

徳
島
北
、
脇
町
、
池
田
の
3
校
が
応
募
し
た
が
、
受
賞
は
な
ら
な
か
っ
た
。

雨
情
来
遊
80
周
年溝

渕

匠

か
ね
て
か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た
「
む
か
し
忍
ん
で
徳
島
城
の
松

に
松
風
絶
へ
や
せ
ぬ
」
の
野
口
雨
情
の
歌
碑
が
、
多
く
の
方
の
ご

協
力
に
よ
り
、
ゆ
か
り
の
地
で
雨
情
来
遊
八
十
周
年
記
念
と
し
て

誕
生
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
感
無
量
で
す
。

こ
の
事
業
の
た
め
に
、
ま
ず
最
初
に
情
熱
と
迅
速
さ
で
定
評
の

あ
る
住
友
武
氏
が
事
務
局
長
を
や
っ
て
も
よ
い
と
名
乗
り
を
あ
げ

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
。
次
に
会
長
役
を
、
お
お
ら
か
で
企
画
力
に

優
れ
た
上
野
隆
先
生
が
お
引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の

事
業
を
推
進
す
る
上
で
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、あ
っ
と
言
う
間
に
、ペ
ン
ク
ラ
ブ
を
始
め
、音
楽
グ
ル
ー
プ
、

朗
読
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
強
力
な
役
員
体
制
な
ら
び
に
協
力
団

体
が
決
ま
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
事
業
の
成
功
に
つ
な
が
っ
た
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
木
村
義
次
氏
か
ら
貴
重
な
阿
波
青
石
の
ご
寄
贈
を
い
た

だ
い
た
こ
と
も
、
こ
の
計
画
推
進
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

記
念
行
事
の「
雨
情
の
世
界
」は
、
上
野
会
長
が
自
ら
企
画
し
、

役
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
実
に
ス
マ
ー
ト
な
も
の
と
な
り
、
好
評
を
博
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
上
野
会
長
が
早
い
段
階
で
雨
情
の
生
家
を
訪
問
し
、
不
二
子

さ
ん
と
対
話
を
さ
れ
た
こ
と
、
徳
島
少
年
少
女
合
唱
団
や
あ
す
な
ろ
バ
レ
エ
ス

タ
ジ
オ
と
度
重
な
る
交
渉
を
さ
れ
た
こ
と
、
音
楽
関
係
者
や
朗
読
関
係
者
か
ら

数
々
の
積
極
的
な
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

最
優
秀
賞

志
高
文
芸
四
十
九
号

岩
手
県
立
盛
岡
第
四
高
等
学
校

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

風
花
舞

第
29
号

黎

第
十
五
号

下
駄
箱

第
11
号

い
さ
ら
ゐ

第
57
号

北
海
道
札
幌
琴
似
工
業
高
等
学
校

岩
手
県
立
盛
岡
第
三
高
等
学
校

横
浜
市
立
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
高
等
学
校

筑
紫
女
学
園
高
等
学
校

奨
励
賞

奨
励
賞

奨
励
賞

奨
励
賞

奨
励
賞

奨
励
賞

奨
励
賞

奨
励
賞

文
芸
部
誌

色
々第

三
十
一
号

煌

第
十
二
号

紫
苑

第
四
十
九
号

飛
沫
2
0
1
5

零
改

其
ノ
漆

窓

第
七
二
号

鵬
雛
図
南
68
ｔ
ｈ

第
3
号

彩

第
19
号

北
海
道
札
幌
東
高
等
学
校

岩
手
県
立
水
沢
高
等
学
校

仙
台
白
百
合
学
園
高
等
学
校

山
形
県
立
新
庄
北
高
等
学
校

高
田
高
等
学
校

滋
賀
県
立
彦
根
東
高
等
学
校

兵
庫
県
立
神
戸
高
等
学
校

高
知
県
立
岡
豊
高
等
学
校

審
査
員

特
別
賞

「
夏
が
始
ま
る
」

武
田

穂
佳

岩
手
県
立
盛
岡
第
四
高
等
学
校

志
高
文
芸
四
十
九
号

受
賞
校
代
表
と
関
係
者
で
記
念
撮
影

� 第6回受賞校（人）の一覧 �

え見目お碑歌の望待に都県

（６）



三番町四番町

椎宮八幡神社 万年山墓所

立
正
寺
臨
江
寺

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

大安禅寺 諏
訪
神
社

清
水
寺

中央病院

田宮川

城西中
佐古駅

蔵本駅

大安寺
若
宮
神
社

徳島駅

事
代
主
神
社

佐古小

妙福寺

佐古配水場

→五番町六番町七番町
二番町

今
、振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、「
む

か
し
忍
ん
で
…
」
の
あ
の
歌
碑
が
建

っ
た
の
は
奇
跡
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
平
成
14
年
6
月
6
日
の
四
国
放

送
の
「
お
は
よ
う
徳
島
」
で
「
野
口

雨
情
県
内
の
足
跡
を
た
ど
る
」
と
い

う
放
送
が
あ
り
、
私
も
ゲ
ス
ト
出
演

し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
が
「
雨
情
さ
ん
に
関
す
る
情

報
が
あ
れ
ば
お
電
話
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
ま
す
と
、
数
件
の
電
話
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
徳
島
市
内

の
加
藤
安
子
さ
ん
（
当
時
80
歳
）
か
ら
「
私
方
に
徳
島
城
を
詠
ん
だ
雨
情
さ
ん

の
直
筆
が
あ
り
ま
す
。
よ
か
っ
た
ら
見
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
情
報
が
は

い
り
ま
し
た
。
あ
の
時
、
加
藤
さ
ん
が
あ
の
放
送
を
見
て
い
な
か
っ
た
ら
、
あ

る
い
は
、
お
電
話
を
く
だ
さ
ら
な
か
っ
た
ら
、
当
然
歌
碑
の
計
画
に
は
つ
な
が

っ
て
い
な
い
は
ず
で
す
。

折
角
、
雨
情
の
す
ば
ら
し
い
詩
の
直
筆
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
ゆ
か
り
の
地

で
歌
碑
に
な
れ
ば
と
思
い
、
数
年
に
わ
た
り
徳
島
市
の
心
当
た
り
の
方
に
声
を

掛
け
て
み
ま
し
た
が
、
引
き
受
け
よ
う
と
い
う
方
は
現
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
7
月
12
日
の
こ
と
で
す
。
住
友
氏
と
二
人
で
丹
生
谷
の
知
人
の
米
寿
祝

る

る

い
に
行
く
途
中
、
牟
岐
線
の
車
中
談
と
し
て
右
の
経
緯
を
住
友
氏
に
縷
々
話
し

ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
直
後
に
、
住
友
氏
か
ら
「
雨
情
の
歌
碑
の
件
、
会
長
を

探
し
て
く
れ
れ
ば
事
務
局
長
を
引
き
受
け
て
も
よ
い
」
と
の
電
話
が
入
り
ま
し

た
。
熟
慮
の
上
こ
の
方
な
ら
と
、
上
野
先
生
に
お
願
い
を
し
て
み
ま
し
た
。
す

る
と
「
一
度
お
話
を
聞
い
て
見
ま
し
ょ
う
」
と
の
ご
返
事
を
頂
き
、
7
月
19
日

に
三
者
に
よ
る
会
合
と
な
っ
た
の
が
、
こ
の
事
業
の
始
ま
り
で
し
た
。

先
般
除
幕
し
た
雨
情
歌
碑
は
、
ま
こ
と
に
県
都
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ

り
、
全
国
約
2
2
0
基
の
雨
情
歌
碑
の
中
で
最
秀
逸
の
評
価
が
得
ら
れ
る
も
の

と
確
信
し
ま
す
。
特
に
音
響
設
備
の
併
設
は
、
上
野
、
住
友
両
氏
の
肝
い
り
で

で
き
た
も
の
で
、
全
国
的
に
も
例
の
な
い
誇
ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

南
佐
古
の
山
麓
コ
ー
ス

由
緒
あ
る
寺
や
神
社
、墓
所
も

第1回第1回

ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
文
学
旅
行

は
こ
れ
ま
で
春
と
秋
の
2

回
、
県
外
旅
行
を
実
施
し
て

き
た
が
、
2
月
の
理
事
役
員

会
で
今
年
か
ら
春
は
取
り
や

め
、
代
わ
っ
て
徳
島
市
内
を

中
心
に
県
内
の
文
学
散
歩
に

衣
替
え
す
る
こ
と
を
決
め

た
。第

1
回
目
の
今
春
は
、
4

月
29
日
、
眉
山
の
北
麓
南
佐

古
コ
ー
ス
で
行
う
。
午
前
10

時
、
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
の
ホ

ー
ル
入
り
口
前
広
場
に
集

合
、
南
佐
古
1
番
町
の
臨
江

寺
か
ら
略
図
の
よ
う
に
、
眉

山
の
麓
沿
い
を
由
緒
あ
る
寺
や
神
社
、
墓
所
な
ど
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
西
進
、

Ｊ
Ｒ
蔵
本
駅
前
で
解
散
す
る
ざ
っ
と
4
時
間
の
コ
ー
ス
。

臨
江
寺
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
に
登
場
し
た
黒
田
長
政
正
室

糸
姫
や
、
蜂
須
賀
正
勝
の
側
室
の
墓
所
が
あ
る
。
諏
訪
神
社
か
ら
幕
末
の
三
筆

徳
島
市
幸
町
1
の
徳
島
中
央
公
園
へ
の
陸
橋

下
横
に
完
成
し
た
雨
情
の
歌
碑
。
高
さ
1
・

7
㍍
、
幅
2
・
3
㍍
。
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

雨
情
の
詠
ん
だ
「
む
か
し
忍
ん
で
徳
島
城
の

…
」
の
小
唄
な
ど
が
流
れ
る
音
響
装
置
付
き

え替衣に歩歩散散学学文文
�春の文学旅行 �

の内県
4
月
29
日
（
祝
日
）

（７）
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ぬ
き
な
す
う
お
う

と
し
て
知
ら
れ
る
貫
名
菘
翁
ゆ
か
り
の
清
水
寺
へ
。
次
は
、
蜂
須
賀
家
の
墓
所

を
訪
れ
、「
万
年
山
文
庫
」
と
い
う
お
し
ゃ
れ
な
喫
茶
店
で
一
服
。
休
憩
の
後

佐
古
配
水
場
に
立
ち
寄
る
。
こ
こ
に
は
、
国
の
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
レ
ン
ガ

造
り
の
レ
ト
ロ
な
建
物
が
あ
る
。
続
い
て
、
藩
主
が
愛
飲
し
た
と
い
わ
れ
る「
菩

薩
泉
」
の
あ
っ
た
大
安
禅
寺
。

最
後
は
椎
宮
八
幡
神
社
。
こ
こ
に
は
、
保
田
與
重
郎
が
師
と
仰
い
だ
、
国
学

者
池
邊
眞
榛
の
景
仰
碑
が
あ
る
。
ま
た
、
阿
波
狸
合
戦
の
金
長
方
の
狸
を
大
明

神
と
し
て
祭
る
祠
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
。

昼
食
は
、
椎
宮
神
社
の
近
く
に
「
竹
庵
」
と
い
う
う
ど
ん
の
店
が
あ
り
、
ミ

ニ
丼
の
付
い
た
安
く
て
お
い
し
い
う
ど
ん
定
食
（
ど
れ
も
5
0
0
円
）
が
お
勧

め
。
そ
の
後
、
佐
古
八
番
町
、
中
央
病
院
東
側
に
で
き
て
い
る「
ｃ
ａ
ｌ
ｄ
ｏ
」

と
い
う
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
で
コ
ー
ヒ
ー
で
も
飲
ん
で
、
蔵
本
駅
前
解
散
と
い

う
プ
ラ
ン
。

今
回
の
文
学
散
歩
の
担
当
は
丁
山
俊
彦
理
事
。
事
前
に
下
見
を
し
て
コ
ー
ス

を
選
定
し
て
い
た
だ
い
た
。
多
数
の
会
員
の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

こ
の
件
の
お
問
い
合
わ
せ
、
参
加
申
し
込
み
は
前
日
ま
で
に
、

丁
山
さ
ん
（
携
帯
0
9
0
―
4
5
0
8
―
0
5
3
8
）
へ
。

新
入
会
員

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
推
薦
人
）

山
口

久
雄

〒
7
7
0
―
0
8
6
5

徳
島
市
南
末
広
町
5
番
70
―
6
0
6
（
竹
内
会
長
）

多
田

洋
子

〒
7
7
9
―
3
2
1
2

名
西
郡
石
井
町
藍
畑
字
東
覚
円
1
1
0
―
5
（
竹
内
会
長
）

喜
島

政
行

〒
7
7
6
―
0
0
0
5

吉
野
川
市
鴨
島
町
喜
来
93
―
3
（
竹
内
会
長
）

山
﨑

泰
子

〒
7
7
3
―
0
0
0
6

小
松
島
市
横
須
町
11
―
81
（
鈴
木
副
会
長
）

国
見

利
昭

〒
7
7
9
―
4
1
0
4

美
馬
郡
つ
る
ぎ
町
貞
光
太
田
東
3
3
0
（
鈴
木
副
会
長
）

訃訃

報報

元
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
理
事
で
児
童
文
学
作
家
の
原
田
一

美
さ
ん
が
3
月
1
日
、
肺
が
ん
の
た
め
吉
野
川
市
内
の
病

院
で
死
去
し
た
。
89
歳
だ
っ
た
。

吉
野
川
市
山
川
町
出
身
で
、
県
内
の
小
中
学
校
で
教
師

を
務
め
、
1
9
8
7
年
富
田
小
学
校
長
を
最
後
に
退
職
し

た
。
60
年
代
に
赴
任
し
て
い
た
吉
野
川
市
美
郷
の
中
枝
小
学
校
で
児
童
と
取
り

組
ん
だ
ホ
タ
ル
研
究
を
題
材
に
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン「
ホ
タ
ル
の
歌
」で
、

第
1
回
学
研
児
童
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
文
学
賞
を
受
賞
し
た
。

日
米
親
善
の
使
者
と
し
て
戦
前
、
米
国
か
ら
神
山
町
の
神
領
小
学
校
に
贈
ら

れ
た
人
形
ア
リ
ス
が
モ
デ
ル
の
「
青
い
目
の
人
形
―
海
を
渡
っ
た
親
善
人
形
と

戦
争
の
物
語
」
も
代
表
作
。
こ
の
ほ
か
、「
十
六
地
蔵
物
語
」「
モ
ラ
エ
ス
と
小

坊
さ
ん
」「
烏
雲
物
語
」
な
ど
、
郷
土
に
関
わ
る
テ
ー
マ
の
作
品
で
知
ら
れ
る
。

編
集
子
も
県
の
高
齢
者
向
け
情
報
誌
「
い
の
ち
輝
く
」
の
編
集
者
時
代
、
特

集
「
21
世
紀
へ
の
伝
言
」
で
、
原
田
さ
ん
に
徳
島
大
学
の
女
子
学
生
と
対
談
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
の
「
幼
児
に
は
お
母
さ
ん
が
図
書
館
に
な

る
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
。
女
子
学
生
を
相
手
に
、
実
の
お
孫
さ
ん

に
話
し
か
け
る
よ
う
な
優
し
い
言
葉
遣
い
、
温
か
い
眼
差
し
が
今
も
脳
裏
に
焼

き
つ
い
て
い
る
。
ご
冥
福
を
祈
る
。

肺
炎
の
た
め
阿
南
中
央
病
院
に
入
退
院
し
て
い
た

が
2
月
11
日
、
急
性
心
臓
病
で
死
去
し
た
。
93
歳
。

県
教
委
社
会
教
育
主
事
、
県
立
聾
学
校
校
長
、
徳
島
文
理
大
学
講
師
な
ど
を
歴

任
。
著
書
に
「
鮎
」、「
私
は
新
兵
」（
徳
島
県
出
版
文
化
賞
特
別
賞
受
賞
）「
奇
抜

な
校
長
」、「
新
兵
物
語
」「
蛍
か
ご
」。阿
南
市
文
化
賞
、
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
、

と
く
し
ま
随
筆
大
賞
準
大
賞
な
ど
受
賞
。

編編
集集
後後
記記

こ
の
通
信
1
7
3
号
で
は
、
他
に
も
紹
介
し
た
い
事

柄
が
幾
つ
か
あ
っ
た
が
、
誌
面
の
都
合
で
割
愛
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
選
集
の
作
品
に
寄
せ
ら
れ
た
会
員
外
の
読
者
の
声
、
〝
杉
田

画
伯
〞
こ
と
三
木
田
卓
郎
さ
ん
の
個
展
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
。
秋
の
県
民
文
化
祭

参
加
イ
ベ
ン
ト
と
、
次
号「
選
集
」の
特
集
の
テ
ー
マ
が「
海
野
十
三
の
世
界
」

（
仮
題
）
に
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
。
こ
ち
ら
は
6
月
発
行
予
定
の
次
号

で
お
知
ら
せ
し
た
い
。

（
倉
）

児
童
文
学
作
家
の

原
田

一
美
さ
ん

片
山

文
夫
さ
ん

（８）


